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I 油゜品ら;~概要

摩擦低減技術は自動車分野をはじめ、あらゆる産業分野、

生活環境における効率的エネルギー活用と安心•安全の

鍵であり、低炭素社会実現の観点からも極めて重要です。

たとえば、自動車の全エネルギー損失は、 20%がエンジンや

トランスミッションなどにおける摩擦に起因しますが、現在まで

の摩擦低減技術による燃費向上は約0.7%/年程度にとど

まっています。そこで、機械分野と材料分野の研究者、なら

びに産業界の技術者が協働して、従来まで経験的であった

摩擦低減技術に対して科学的なアプローチを駆使した技術

開発を行います。摩擦界面に着目したナノレベルでの物理・

化学的視点からの現象解明、ならびに摩擦機構の基礎的・

理論的解明に基づき、超潤滑システムのための設計指針を

確立し、燃費効率の大幅な向上によるCO2排出量削減を

実証します。

I 02 PURPOSE 

研究の目的

従来、経験の積み重ねによる開発がなされてきた摩擦

低減技術について、本研究では機械・材料科学分野における

材料創成、低摩擦発現技術と界面評価・解析を基盤とすること

により、超潤滑ナノ界面の最適化技術を開発します。具体的

には、「油潤滑」、「水潤滑」、「固体潤滑」について、固ー液

界面特性、潤滑剤・添加剤の作用メカニズム、ナノ界面形成

メカニズム（なじみ過程）をそれぞれ明らかにすることにより、

実用低摩擦材料・界面設計技術を構築します。

摩擁面その場 摩擦試験機
観察用XPS装置＊ 組込型SEM

・11置を擾計・橋纂し、基本性能の遭認完了

I 03 SPECIALITY 

研究の特色

摩擦低減技術は国内外の民間企業ならびに大学や研究

機関において研究開発がなされてますが、摩擦は固体表面・

潤滑油など多くの要素が界面において複雑に絡む動的特性

のために、経験的な特性評価によるマクロスケールの開発が

なされているにすぎず、基礎的かつ理論的に検討するには

至っていませんでした。この研究プロジェクトは東北大学に

おけるトライボロジー研究のポテンシャルを活かして、摩擦

界面を幅広い分野の融合研究により科学的に理解し、その

理論に基づいて研究開発を進めるものです。さらに、実用化

を強く念頭においた技術開発及び学術的機構解明に裏付け

された技術開発をテーマ設定の理念としています。

I 04 ACHIEVEMENT 

期待される成果

研究において開発される摩擦低減技術により、経験的

評価に基づく材料・潤滑剤の選定から「超潤滑ナノ界面層

からのボトムアップ型低摩擦システム設計」へのパラダイム

シフトが期待されています。エネルギーロスの減少による

エネルギーの高効率利用に貢献し、地球温暖化対策として

CO2排出量低減が期待できます。さらに機械機器の高い

信頼性と耐久性を保障することができ、リコールの減少、

機械機器の保全費・部品費の節減、潤滑設備関係者の労働

力節減、耐久年数の延長による設備投資の節減、破損による

損害の低減、稼働率•機械効率の向上による設備投資の節減

などの経済効果が期待できます。

摩擁現象を電子・原子レペルで

解明できるシミュレーション
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